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-3 次元有限要素解析-  
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研究要旨 胸椎 OPLL に対して、インストゥルメンテーションを用いた後方固定術

を行うと、術後経過の中で骨化層の不連続部の癒合を見ることがある。これは固

定によって、不連続部の微小な動きが制御され応力負荷が減少することに起因す

ると考えられる。本研究では、その詳細な応力分布の変化を忠実に再現した有限

要素モデルを作成することができた。 

 

Ａ． 研究目的 

胸椎 OPLL に対して、インストゥルメンテ

ーションを用いた後方固定術を行うと、術

後、症状が改善していく過程で、骨化層の

不連続部の癒合が起こることが報告されて

いる。これは固定によって、不連続部の微

小な動きが制御され応力負荷が減少するこ

とに起因すると考えられる。本研究の目的

は、胸椎 OPLL に対する後方固定術後の骨化

層の応力分布の変化を有限要素モデルを用

いて明らかにすることである。 

 

Ｂ．研究方法 

 本年度は、骨化層に不連続部を有する胸

椎 OPLL 患者の術前の CT データから、その

不連続部を忠実に再現した有限要素モデル

を作成することに着手した。今後新たな患

者 CT データを使用の際はその同意を得る。 

 

Ｃ．研究結果 

0.5 mm スライス CTDICOM データから 3次

元骨モデルを作成し、不連続部の有限要素

メッシュを可能な限り細かくした。さらに

CT値から各メッシュの材料特性を割り当て

ることによって、骨化層の不連続部を極め

て忠実に再現したモデルを作成することが

できた。 

 

Ｄ．考察 

固定術後に骨化層の応力負荷が減少する

ことは経験的に予想されることであるが、

有限要素解析でこれを裏付ける基礎的なデ

ータを示すことは重要である。不連続部を

忠実に再現したモデルで解析することで解

析結果は、より妥当性の高いものとなる。 

 

Ｅ．結論 

胸椎 OPLL に対し後方固定術を行うと、骨

化層不連続部の微小な動きは制御され、応

力負荷が減少し、骨化層の癒合・縮小につ

ながることが予想される。今後は、今回作

成した妥当性の高い骨化層不連続モデルに

よる応力分布解析を行う予定である。 
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